
 

 

日時：平成２５年２月１４日（木）14:00～16:30 

場所：高知県須崎総合庁舎３階 第７会議室 

 

１ 議事等 

 

（１）地域アクションプランについて 

  １）高幡地域アクションプランの進捗状況等について 

・高幡地域アクションプランの進捗状況について、各分野別に説明 

 

  ２）平成25年度高幡地域アクションプラン（案）について 

・新規、修正のアクションプランについて説明 

  ・案について了承された 

 

 （２）産業振興計画の改定等について 

１）移住促進策の抜本強化について説明 

２）地域観光の推進について説明 

３）産業人材の育成について・土佐フードビジネスクリエイター人材創出事業 

について説明 

 

【意見交換】 

＜高幡地域アクションプランの進捗状況等について＞ 

 

・特になし 

 

＜平成25年度高幡地域アクションプラン（案）について＞ 

 

・案件数の増加と質をあげることが目標だと思うが、案件数の目標は。 

 →マンパワーの問題もあり、案件数の目標は現在の件数から少し多い程度と考えてい

るが、アクションプランの中でも自立して進められるものも出てきており、自立する

ところが増えれば対応が可能になる。 

 

・中山間支援など他の制度との併用は可能か。 

 →津野町の満天の星で加工所は国の補助事業、アンテナショップは県の産業振興総合 

推進事業で行っており、併用は可能。 

 

・高速の道路網が変わり、四国内の人の動きはどうなっているか。 

 →現在、具体的な数字は把握していないが、龍馬パスポートの周遊先の動きを分析し 

ているので分析結果をお知らせする。 

 

＜産業振興計画の改定等について＞ 

 

・観光について、エージェントの期待に応えるような施設がない。個人旅行を重視する

方向だが、エージェントを相手にすると大変。どう考えているのか。 

 →高知県としては、強みである食、自然、人、その交流など体験型の観光を進めてい

Ｈ24年度 第２回高幡地域アクションプランフォローアップ会議の概要 



る。特に箱物がないから人が来ないというのではなく、人との交流をプログラム化し

て商品化して拡大していけば売れるのではないかと思う。 

 

・名古屋便が復活するが、シーズン等で値段の設定があり、それをうまく個人客や少人

数の旅行に売っていければいけるのではないか。イン・アウトともに高知だけでは窮屈

になるので、高松、徳島、松山とか、選択肢がありますという売り方が必要ではないか。 

→体験型観光を売ると言っても団体対応ができない資源もたくさんある。例えば、個 

人周遊で高幡ブロックに来てきただき、そこから周遊する先を選んでもらうなど着地 

型の商品を売るというのが１つの選択肢。 

 

・ホビー館、かっぱ館の相乗効果に乗れるのは今しかない。何とか盛り上げて、あの素 

晴らしい地域を活性化、観光の目玉にしていくようにやってもらえれば非常にありがた

い。ホビー館のリニューアルは、まさに滞在型を目指した１つの取組。四万十町内の他 

のところでも地域の財産、素材などを博物館でやっていこうという動きもある。 

 →宿泊については、海洋堂に行って、梼原に回るとか売れ筋のコースもできているの 

で、商店街等の活性化は課題があるが地域本部もお手伝いしていきたい。 

 

・東京では、高知の食材に対する評価が非常に高い。高知の美味しい物をインターネッ

トで検索してひっかかるシステムができないか。個人の企業や事業者ではなかなか難し

いが、気軽にアップできるシステムをアクションプランで構築して何でも売るぐらいの

気持ちで取り組んでほしい。 

 →県外に売っていきたい人のために、来年度事業化しているのは、県がフェイスブッ

クの中でｅコーマスを設けるのでそこに参加していただき、見て受注・発注いただく

といった仕組みも予算計上している。準備ができれば各地域の方々にお知らせする。 

 

・クラインガルテンの方で移住したいという方がいるが、正月や盆に帰ってくるとか先

祖の荷物があるなどの理由で空家があるが売ってもらえない、貸してもらえない状況が

ある。森林の豊かな県なので例えば 1,000 万円くらいで家を建てて、移住者を迎え入れ

10 年くらい住んでもらい 10 年後に何分の 1 かで売るといった思い切ったことを県にも

一歩踏み込んでやってもらいたい。 

 →移住促進事業費補助金を来年度大幅に拡充する予定。年間30回程度実施予定の首都

圏での移住相談会等への参加にも補助が対象となるので活用いただきたい。また、倉

庫をつくって荷物を移して空家を借りられる状態にするとか、知らない人に貸すのは

抵抗があるので、市町村が間に入って移住を希望される方に貸すとかも補助の対象と

なる。 

 

・地域アクションプランに乗っかっていろいろやってきたが、知事が強力にプッシュし

てくれたおかげで、皆やる気になってきていると思う。楽天などネット販売では、人気

商品が出ても、追随する第 2、第 3 の商品が出ないとやっていけない。個人ではなかな

か難しいこともあり、今後も力、知恵を貸してもらいたい。 

 

●お問い合わせ先 

高知県産業振興推進部計画推進課（地域担当） 

  電 話 ０８８－８２３－９３３４ 

  ＦＡＸ ０８８－８２３－９２５５ 

  メール 120801@ken.pref.kochi.lg.jp 


